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    令和２年度 
      第２３回大分県教育委員会 
 
 
 

【議 事】 
 
（１）議 案 

 第１号議案 令和３年度大分県教育委員会の重点方針について 

第２号議案 第２期大分県スポーツ推進計画の策定について 

 

（２）報 告 
 ① 令和３年第１回定例県議会議案に対する教育委員会の意見について 

② 大分県人権教育推進計画の改訂について 

 

（３）その他 
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【内 容】 
 
１ 出席者

   

教育長                    工 藤 利 明      
委 員 委 員（教育長職務代理者）          林   浩 昭    

        委 員                                       岩 崎 哲 朗 
        委 員                                       高 橋 幹 雄 
        委 員                                       鈴 木   恵 
        委 員                                       岩 武 茂 代 
 

事務局  理事兼教育次長                               法華津 敏 郎 
        教育次長                                     久保田 圭 二 
        教育次長                                     米 持 武 彦 
        参事監兼教育人事課長                         渡 辺   登 
      参事監兼教育財務課長             山 上 啓 輔 
      教育改革・企画課長                           中 村 崇 志 
      高校教育課長                 三 浦 一 雄 

人権教育・部落差別解消推進課長           川 野 和 人 
体育保健課長                 加 藤 寛 章 

        教育改革・企画課 主幹（総括）               門 野 秀 一 
        教育改革・企画課 主査                       末 松 敬 雅 
 
 
 

２ 傍聴人                             ５ 名    
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開会・点呼 
（工藤教育長） 
   本日は、テレビカメラ１台が撮影しますので、よろしくお願いします。 

それでは、委員の出席確認をいたします。 
全委員が出席です。 
なお、新型コロナウイルス感染防止の観点から、議題ごとに、関係課長のみ入

室します。 
  
（工藤教育長） 

それでは、ただ今から、令和２年度第２３回教育委員会会議を開催します。 
 
 
 

署名委員指名 

（工藤教育長） 
   本日の議事録の署名については、林委員にお願いします。 

 

 

 

会期の決定 

（工藤教育長） 
本日の会議はお手元の次第のとおりです。会議の終了は１４時１５分を予定し

ていますので、よろしくお願いします。 
 
 
 

議       事 

 

【議 案】 

第１号議案 令和３年度大分県教育委員会の重点方針について 
（１課〔教育改革・企画課〕入室） 

 
（工藤教育長） 

それでは、第１号議案「令和３年度大分県教育委員会の重点方針について」提

案しますので、教育改革・企画課長から説明をしてください。 
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（中村教育改革･企画課長） 

第１号議案「令和３年度大分県教育委員会の重点方針について」説明します。 
提案理由のとおり、県教育委員会の教育行政及び教育指導において、令和３年

度に特に重点的に取り組む事項や考え方をまとめた重点方針を定めたいので提案

するものです。 
議案書の次の資料の１ページ目をご覧ください。 
令和３年度は、上段で新型コロナウイルス感染防止対策の徹底を掲げた上で、

大きく３つの柱を掲げております。 
１つ目の柱は、「子どもの力と意欲の向上に向けた組織的取組の推進」です。

「『芯の通った学校組織』を基盤とした教育水準の向上」については、前年度策

定した３ヵ年計画「『芯の通った学校組織』推進プラン第３ステージ」の内容を

踏まえたもので、具体の取組方針は、後ほど別冊の通知案でポイントを説明しま

す。 
ページ下段の「子どもと向き合い効果的な教育活動を行うための学校における

働き方改革の推進」については、専門スタッフ等の活用の推進、新たなスポーツ

環境の調査研究、働き方改革に資する１年単位の変形労働時間制の適用を見据え

た適正な勤務時間管理の徹底等を記載しております。 
２つ目の柱は、「ＧＩＧＡスクール構想の実現－教育のデジタル改革－」です。 
令和３年度は県内の全公立学校に一人一台の学習者用コンピュータ端末が導入

されることを踏まえ、①授業での効果的な活用、②遠隔授業やＡＩドリル等を活

用した新たな教育方法の実践、③教職員研修の充実、④校務効率化や連絡手段の

デジタル化の推進の４点を記載しております。 
こうした取組は、令和３年４月１日付け組織改正で新設する教育デジタル改革

室が推進役となり、関係各所と連携して取組を進めていきます。 
３つ目の柱は、「地域を担う人づくりと活力ある地域づくりの推進」です。 
①ＳＴＥＡＭ教育の推進、②体験型子ども科学館Ｏ－Ｌａｂｏの充実、③高校

における専門的な教育の充実、④特別支援学校高等部生徒の一般就労促進や計画

的な再編整備の４点を記載しております。 
資料の３ページ目及び４ページ目は、各分野別の重点項目になります。「大分

県長期教育計画『教育県大分』創造プラン２０１６」で設定している基本目標に

沿って、来年度の各分野の重点的取組を整理しております。 
なお、重点方針は、学校現場での使いやすさにも配慮し、注釈を付けたＡ４の

４枚組の資料と、注釈なしのＡ４表裏の２枚組の資料の２種類を作成しておりま

すが、内容は同一です。 
続いて、「『芯の通った学校組織』を基盤とした教育水準の向上」について、

別冊の通知案（「芯の通った学校組織」推進プラン第３ステージ中間年に向けた

取組方針について（依頼））をご覧ください。 
これは、「『芯の通った学校組織』推進プラン第３ステージ」の中間年となる

令和３年度において、市町村立学校と県立学校のそれぞれに取組方針を示すもの
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です。１～４ページが市町村立小・中学校向け、５ページからが県立学校向けの

内容となります。 
通知案の中の学校マネジメントに関するポイントについて説明します。 
まず、通知案の１ページ目下段の「学校マネジメントの深化」について、推進

プランで掲げた「学校マネジメント４つの観点」ごとの具体的な取組内容を示し

ております。 
「『育成を目指す資質・能力』の明確化」「教育課程の改善につながる検証・

改善プロセスの質の向上」「主任等が役割を果たし、学校運営の効率化を目指し

たミドル・アップダウン・マネジメントの推進」「家庭・地域の主体的な取組に

向けた熟議の推進」これらに関して、県内の取組を一層進めていきます。 
また、２ページ目中段の「授業改善の徹底」については、市町村立小・中学校

に関する取組として、これまでの「新大分スタンダード」による授業改善を基盤

としながら、教科等横断的な視点で教育課程の編成・実施を行うことなど、カリ

キュラム・マネジメントによる教育活動の工夫について示しています。 
県立学校の授業改善に関することは、６ページ目の中段から記載しています。 
高等学校では、授業づくりに関する３つのビジョン（方向性）と、実現のため

の「目標」や「授業構想」などの６つの具体的方策を基に、学校全体で達成状況

を総括し授業改善を進めることを示しています。また、特別支援学校では、個別

の指導計画を基に、検証・改善サイクルを確立することなどの取組を示していま

す。 
その他、「体力向上の推進と健康課題への対応」「いじめ・不登校対策等の推

進」「大量退職・大量採用時代における教職員の資質向上」「学校における働き

方改革の推進」についても、具体的な取組内容を示しているところです。 
本日承認されましたら、速やかに、県教育委員会のホームページでの公開や、

市町村教育委員会及び県立学校への通知を行います。 
以上、ご審議の程ほどよろしく願いします。 

 
（工藤教育長） 

ただ今説明のありました議案について、審議します。ご質問・ご意見はありま

せんか。 
 
（林委員） 

重点方針については、これまで、審議を重ねてきました。細かい点になります

が、遠隔授業やＡＩドリルの活用について、「２．ＧＩＧＡスクール構想の実現

－教育のデジタル改革－」の部分に記載されています。これらの先端技術の活用

については、特定の学校で先進事例として取り組むのか、それともより一般的に、

広くいろんな学校で取り組んでいくのか、どのように進めて行く予定なのか教え

てください。 
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（中村教育改革・企画課長） 
遠隔授業については、令和３年度から新たに始めることではなく、これまでも

国の補助事業を活用しながら大分県でも進めてきました。例えば、くじゅうアグ

リ創生塾での県内の農業系高校９校を集めた学習活動は遠隔授業のノウハウを生

かした取組です。 
今回、令和３年度に進めていきたいと考えている取組は、中山間地域などの小

規模な学校における遠隔授業の実施などになります。 
また、ＡＩドリルの導入など新しい教育方法については、県全体で一斉に始め

るということではありませんが、令和３年度から、このような新たな教育方法を

学校に導入していきたいと考えています。 
 
（林委員） 

学校における働き方改革の推進に関して、例えば新採用教員の研修などについ

て、リモート形式での実施も増えてくると思います。このような取組は、かなり

強力に進めてもいいと思いますが、令和３年度はどのように進めていく予定なの

か教えてください。 
 
（中村教育改革・企画課長） 

今年度については、県教育センターが実施する研修の中で、オンライン・配信

形式で行う研修の割合を増やしてきました。大分県長期教育計画の中では、令和

６年度までに、研修全体のうち３０％を配信形式やオンラインに切り替えること

を目標としていますが、今年度の１年間で２割近くが既に切り替わっています。 
令和３年度の県教育センターや県教育庁の各所属が提供する研修についても、

オンライン研修の割合を増やしていきますが、顔を合わせて行うことが望ましい

研修については、オンラインだけではなく対面形式も交えたハイブリッド型の研

修を行っていきます。特に若手の教職員が経験を共有するような研修については、

対面の方がよいといったところもありますので、教職員研修全体ではオンライン

の割合を増やしつつ、対面が必要な研修についてはハイブリッド型で実施するな

ど、研修の改善をしていくことが令和３年度の方向性となります。 
 
（工藤教育長） 

第１号議案の承認についてお諮りします。第１号議案について、承認される委

員は挙手をお願いします。 
 

（採 決）全員挙手 
 

（工藤教育長） 

   第１号議案については、提案のとおり承認します。 
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第２号議案 第２期大分県スポーツ推進計画の策定について 
（２課〔教育改革・企画課、体育保健課〕入室） 

 
（工藤教育長） 

次に、第２号議案「第２期大分県スポーツ推進計画の策定について」提案しま

すので、体育保健課長から説明をしてください。 

 

（加藤体育保健課長） 

「第２期大分県スポーツ推進計画の策定について」説明します。 

本議案は、本県のスポーツを更に推進させるため、スポーツを取り巻く情勢の

変化等を踏まえた本計画を策定することについて提案するものです。 

なお、本日の提案に先立ち、１１月の教育委員会会議で素案に対する協議をし

ましたが、その後、県民意見募集（パブリックコメント）を実施しました。こう

した経緯を踏まえた提案となります。 

資料２ページをご覧ください。 

素案からの修正点を一覧で整理しております。１１月の教育委員会会議での素

案に対する協議でいただいた意見等を反映し、「部活動改革に関する市町村との

連携」など、４件について修正をしております。 

資料３ページをご覧ください。 

県民意見募集を、令和２年１２月１５日から令和３年１月１５日までの間で実

施したところ、１名の方から学校の運動部活動に関するご意見が寄せられました。 

いただいた意見は、計画の中に掲げる施策で既に取組を設定しているものでし

たので、素案の修正は行わず、今後の実施段階で、意見も踏まえた取組を進める

こととしております。 

資料４ページをご覧ください。計画の概要について説明します。 

本計画は、「県民総参加 スポーツ力を高め 明るく元気な大分の創造」を基

本理念に掲げ、その実現に向け４つの基本目標を設定しております。 

基本目標Ⅰ「生涯にわたってスポーツに親しむ機運の醸成」では、計画（冊子）

の９ページから２３ページにかけて、「ライフステージに応じたスポーツの推進」

をはじめとする３つの分野で７つの施策を設定しています。 

基本目標Ⅱ「県民スポーツを支える環境づくりの推進」では、計画の２４ペー

ジから３８ページにかけて、「『みる』『ささえる』スポーツの充実」をはじめ

とする３つの分野で９つの施策を設定しています。 

基本目標Ⅲ「世界に羽ばたく選手の育成」では、計画の３９ページから４５ペ

ージにかけて、「競技力向上のための組織の整備・充実」をはじめとする４つの

施策を設定しています。 

基本目標Ⅳ「スポーツによる地域の元気づくり」では、計画の４６ページから

５１ページにかけて、「国際スポーツ大会等の誘致」をはじめとする３つの施策

を設定しています。 

なお、本計画の期間は、令和３年度から令和１２年度までの概ね１０年間とし
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ております。 

説明は以上です。ご審議のほどよろしくお願いします。 

 
（工藤教育長） 

ただ今説明のありました議案について、審議します。ご質問・ご意見はありま

せんか。 
 

（鈴木委員） 
大変、見やすくまとめられていると思います。 
計画の中で地域のスポーツに関することがありますが、私の住んでいる地域で

は地域スポーツを確立することが難しい状況にあります。指導者からは、「勝た

せたいから厳しく指導する。」というような話をよく聞きます。厳しさが愛のあ

るものであればいいのですが、その厳しさが体罰になってしまってはいけません。

また、厳しい指導を受けた方は、指導者になった際に、自分が受けた指導を繰り

返してしまうという傾向もあると聞きます。そのような指導者は、子どもに対し

ても厳しい言葉を発することが多くなってしまっていると思いますので、改善し

てほしいです。 
大分県では、海、山、川といった自然とスポーツ施設を生かしたスポーツの取

組を進めてほしいと思います。豊後大野市にカヌーの日本代表が合宿で来たこと

で、地域が元気になり、カヌーをしてみたいという気持ちを持った子どももいた

ようです。スポーツを「みる」機会を増やさないと、スポーツを「する」ことに

つながらないと思いますので、しっかり取り組んでほしいです。 
 
（加藤体育保健課長） 

残念ながら、指導者が体罰を行うなどのコンプライアンスに関わる事案が絶え

ないのが現状です。子どもの可能性を奪わないよう、日本スポーツ協会の公認ス

ポーツ資格の取得等を通じて、最新のスポーツに関する考え方を学ぶことでコン

プライアンス意識の向上を図りたいと考えています。 
地域の特性を生かしたスポーツの推進ですが、大分県は他県と比較して、海、

山、川といった資源に恵まれています。そこで、来年度は、総合型地域スポーツ

クラブの振興も含めて、地域の特性を生かしたシンボリックなスポーツプログラ

ムの創出に着手したいと考えています。 
 

（高橋委員） 
総合型地域スポーツクラブでは、地域住民の方が指導者となるケースもあり、

日本スポーツ協会の公認指導者資格を取得していない方も多いのではないかと心

配しています。そこで、各競技の公認指導者資格者を有する方にクラブ運営に参

画してもらい、核となって指導することでコンプライアンス意識を向上させても

らいたいと思います。 
指導者にとって大事なことは、子どもが競技を嫌いにならないように指導する
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ことなので、楽しく競技に取り組めるような指導方法を全ての指導者に身につけ

てもらいたいと思います。総合型地域スポーツクラブは、これからのスポーツ振

興の核になるものなので、徹底してほしいと思います。 
 

（加藤体育保健課長） 
総合型地域スポーツクラブに関しては、ガバナンスの確立に向けた「登録・認

証制度」が導入されることが決まっていますので、制度を活用した指導者の資質

やコンプライアンス意識の向上等に取り組んでいきます。 
 

（岩武委員） 
働き方改革等の観点から、国も部活動の地域移行の方向性を示しており、その

方向で考えていくことは仕方ないことだと思いますが、部活動が教育の中で果た

してきた役割は大きいと考えています。高校生活で何を学んだかを質問すると、

部活動を通して学んだことを回答する生徒は多くいます。学校の部活動は、勝つ

ことが究極の目的ではなく、毎日の練習や試合を通じていかに人間的に成長させ

るかということが重要です。これから移行するにあたっては、これまで部活動が

果たしてきた教育的意義も大切にしつつ、うまくバランスをとりながら進めてい

くことが必要だと思います。 
 

（工藤教育長） 
第２号議案の承認についてお諮りします。第２号議案について、承認される委

員は挙手をお願いします。 
 

（採 決）全員挙手 
 
（工藤教育長） 

第２号議案については、提案のとおり承認します。 
 

 

 

【報 告】 
① 令和３年第１回定例県議会議案に対する教育委員会の意見について 

（５課〔教育改革・企画課、教育人事課、教育財務課、高校教育課、体育保健課〕

入室） 
 
（工藤教育長） 

次に、報告第１号「令和３年第１回定例県議会議案に対する教育委員会の意見

について」概要を教育改革・企画課長から、内容については教育財務課長から、

続けて説明をしてください。 
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（中村教育改革・企画課長） 
報告第１号「令和３年第１回定例県議会議案に対する教育委員会の意見につい

て」説明します。 
資料の３ページをお開きください。 
令和３年第１回定例県議会に追加上程された議案のうち、教育委員会関係分と

して、中ほどの議案名にある「令和２年度大分県一般会計補正予算（第９号）関

係部分」について、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定に

より、知事から教育委員会の意見を求められました。 
本来なら知事への回答にあたり、教育委員会で議決していただくところですが、

日程の都合上、協議できませんでしたので、「大分県教育委員会の権限に属する

事務の一部を教育長に委任し又は臨時に代理させる規則」第３条第１項に基づき、

教育長が臨時代理として処分しました。 
資料２ページのとおり異議のない旨回答しましたので、同条第２項に基づき、

報告します。 
議案の内容等については、担当課長が説明しますので、よろしくお願いします。 

 
（山上参事監兼教育財務課長） 

「令和２年度大分県一般会計補正予算（第９号）」について、説明します。 
資料の４９ページをお開きください。 
表の下から３段目に２重線で囲んでおりますが、補正予算計上額は、右から２

列目の「補正予算額」の欄のとおり、２０億１,７５０万５千円の減額です。内訳

は、事業費が１２億３,７３６万６千円の減、人件費が７億８,０１３万９千円の減

となっております。 
事業費については、国の補正予算を受け入れて追加で事業を実施することとし

た一方、新型コロナウイルス感染症の影響などにより、各事業の実績に伴う所要

の減額を行うものです。また、人件費については、教職員数の減や人事委員会勧

告による期末手当支給率の減等によるものです。 
この結果、補正後の予算総額は、１,１５９億３,３０３万７千円となります。 
資料の５０ページをご覧ください。主な補正事業について、説明します。 
１番「県立学校等学習環境緊急整備事業」は、１億４,３４５万円の増額です。

国の補正予算を受け入れて、引き続き、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を

防止するため、県立高等学校、中学校及び特別支援学校において使用する消毒液

等の衛生用品を追加で確保するものです。 
また、市町村による公立幼稚園向け衛生用品の購入に要する経費の１／２を助

成します。 
２番「産業教育設備緊急整備事業」１１億５,７２０万２千円です。国の補正予

算を受け入れて、産業教育を充実し、地域の産業を支える職業人の育成を推進す

るため、大分工業高校や久住高原農業高校等の専門高校１９校において、３Ｄプ

リンタなど、デジタル化に対応する実習設備を整備するものです。 
次に、繰越明許費について、説明します。 
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資料の２８ページをお開きください。追加は４事業です。 
一番上、「第１０款 教育費 第１項 教育総務費」の「社会教育施設等環境

整備事業費」８,１０３万８千円は、香々地青少年の家キャンプ場の法面工事につ

いて、今回の補正予算で要求するため、工期の都合により、繰り越しをお願いす

るものです。 
その４つ下、「第４項 高等学校費」の「県立学校ＩＣＴ活用授業推進事業費」 
１億４,９７９万２千円は、電子黒板等の配備について、今回の補正予算で要求

するため、年度内の納品が困難であり、繰り越しをお願いするものです。 
その下、「産業教育設備緊急整備事業費」１１億５,７２０万２千円については、

先ほど補正予算案の概要で説明しましたが、年度内の納品が困難であり、繰り越

しをお願いするものです。 
「第７項 社会教育費」の「文化財保存事業補助事業費」１,２１５万５千円は、

文化財の保存修理にかかる市町村等の事業に対する補助事業において、新型コロ

ナウイルス感染症の影響により現地調査等に遅れが生じ、市町村等の事業実施が

令和３年度まで延長となる予定であることから、繰り越しをお願いするものです。 
資料の３７ページをお開きください。変更は２事業です。 
「第１０款 教育費 第５項 特別支援教育費」の「盲ろう学校施設整備事業

費」補正額２億１,８３４万７千円は、聾学校新校舎の新築工事において、想定し

ていたより地盤が脆弱であったため、工程に変更が生じ、事業費の一部について

繰り越しをお願いするものです。なお、令和３年度中の完成に向けた全体スケジ

ュールに影響はありません。 
その下、「支援学校施設整備事業費」補正額１億４,８６５万８千円は、高等特

別支援学校の新築工事において、プール解体工事のアスベスト除去等により工程

に変更が生じ、事業費の一部について繰り越しをお願いするものです。なお、令

和４年度の開校に向けた全体スケジュールに影響はありません。 
最後に、債務負担行為補正について、説明します。資料の４４ページをお開き

ください。 
下から３番目、２５番「大分県学力定着状況調査業務委託料」、２６番「盲学

校給食配送業務委託料」について、いずれも令和２年度の契約実績により事業費

が減額となったため、限度額を変更するものです。 
説明は以上です。 

 
（工藤教育長） 

ご質問・ご意見はありませんか。 
 

（質問・意見なし） 
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② 大分県人権教育推進計画の改訂について 
（２課〔教育改革・企画課、人権教育・部落差別解消推進課〕入室） 

 
（工藤教育長） 

次に、報告第２号「大分県人権教育推進計画の改訂について」人権教育・部落

差別解消推進課長から、説明をしてください。 
 
（川野人権教育・部落差別解消推進課長） 

前回の教育委員会会議におきまして、本件についての協議をしたところです。

いただいた意見等を踏まえ、最終的な文言等の修正を行い、改訂版を作成しまし

たので、報告します。 
この計画は、本年度中に製本作業を行い、来年度当初には、市町村教育委員会

をはじめ、学校、関係機関等へ送付する予定です。 
この計画の周知を図るとともに、人権教育の更なる推進をしていきたいと考え

ています。 
以上です。 

 
（工藤教育長） 
   ご質問・ご意見はありませんか。 
 
（林委員） 

計画内でＳＤＧｓについても記載があり、大切な観点で作成されています。世

界的な流れに遅れないような取組をお願いします。 
 
（川野人権教育・部落差別解消推進課長） 

承知しました。計画の活用に努めていきます。 
 

 

 

（工藤教育長） 

最後にその他、何かありますか。 

 
（工藤教育長） 

それでは、これで令和２年度第２３回教育委員会会議を閉会します。 
ありがとうございました。 

 


